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文

は
じ
め
に

明清時代の科挙と文学

本
年
D
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
白
共
通
テ
i
マ
は
「
東
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
日
常

生
活
白
構
造
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
「
明
清
時
代
の
科
挙
と
文
学
1
1

八
股
文
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
と
題
し
て
報
告
を
行
っ
た
の
だ
が
、
は
じ
め
に
そ

の
意
図
に
つ
い
て
述
ベ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
主
と
し
て
小
説
を
中
心
と
す
る
中
国
俗
文
学
の
研
究
を

続
け
て
き
た
が
、
そ
の
中
心
問
題
は
、
明
末
申
時
代
に
『
三
国
志
演
義
』
『
水

論
伝
』
『
西
遊
記
』
『
金
瓶
梅
』
あ
る
い
は
「
一
一
一
言
二
拍
」
な
ど
の
質
量
と
も
に

優
れ
た
白
話
小
説
作
品
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
た
の
は
何
故
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
こ
の
当
時
の
俗
文
学

の
旗
手
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
っ
た
掲
夢
龍
三
五
七
囚

l
一
六
四
六
、
蘇
州

の
人
)
と
い
う
人
物
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
精
神
史
的
背
景
を
探
ら
ん
が
た
め

に
、
彼
が
編
纂
し
た
「
三
言
」
、
ま
た
そ
の
編
ん
だ
民
間
歌
謡
集
『
山
歌
』
『
掛

校
児
』
な
ど
旧
作
品
を
扱
っ
て
き
た

TV。
一
方
で
は
、
こ
り
問
題
目
社
会
的

背
景
を
探
る
必
要
か
ら
、
現
末
の
江
南
地
方
に
お
け
る
書
籍
出
版
の
状
視
に
つ

い
て
も
考
え
て
み
た
《

1
0
こ
の
過
程
で
、
当
時
甲
小
説
町
作
者
・
読
者
は
一

体
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
生
じ
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= 寸ー

大

木

康

た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
自
問
題
は
、
当
時
の
教
育
白
状
況
と
も
深
く
関
わ
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
は
、
庶
民
教
育
と
い
う
方
向
か
ら
、

識
字
層
の
底
辺
部
分
に
焦
点
を
据
え
る
の
が
、
一
つ
り
行
設
方
で
あ
ろ
う
《
3
v
。

こ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
小
説
の
読
者
り
ひ
ろ
が
り
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

作
者
に
つ
い
て
考
え
る
と
な
る
と
、
こ
れ
は
よ
う
や
く
文
字
が
読
め
る
と
い
う

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
た
と
え
当
時
の
文
学
観
か
ら
す
れ
ば
蔑
視
の
対
象
に
過
ぎ

な
か
っ
た
小
説
と
は
い
え
、
か
な
り
高
等
な
文
章
の
訓
練
を
積
ん
T
い
な
け
れ

ば
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
と
す
る
と
こ
こ
で
、

当
時
の
一
般
的
知
識
人
に
と
っ
て
の
教
育
(
特
に
基
礎
教
育
・
初
等
教
育
〉
が

ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
考
え
な
お
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

く
る
の
で
あ
る
ハ
4
1

さ
て
、
中
国
に
は
す
で
に
古
く
惰
唐
白
時
代
か
ら
科
挙
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

明
清
の
商
代
に
は
、
そ
白
た
め
に
八
股
文
が
課
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
は
周

知
白
事
実
で
あ
る
。
科
挙
。
制
度
商
に
つ
い
て
は
資
料
も
あ
り
、
宮
崎
市
定
民

D
梁
績
を
は
じ
め
と
し
て
、
従
来
白
研
究
の
蓄
積
も
豊
富
に
あ
る
が
、
八
股
文

及
び
科
挙
の
受
験
勉
強
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
り
重
大
き
の
割
り
に
、
研

究
が
必
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
官
〕
ロ
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
八
股
文
と
い
う
と
、
と
か
く
『
柳
斎
志
昼
間
』
の
蒲
松
齢
や
『
儒
林
外
史
』
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の
呉
敬
梓
な
ど
に

Z
る
批
判
が
先
に
立
ち
、
内
容
空
疎
な
く
だ
ら
ぬ
も
り
で
あ

る
、
と
い
う
先
入
観
が
で
き
て
L
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
八
股
文

の
受
験
勉
強
が
、
当
時
白
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
に
日
常
的
で
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
か
え
っ
て
資
料
が
今
日
ま
で
残
り
に
く
い

ハ
現
在
白
日
本
町
教
育
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
し
た
時
、
大
学
の
入
式
制
度
な

ど
に
比
べ
て
、
塾
平
家
庭
教
師
の
実
態
に
な
る
と
、
お
そ
ら
く
ず
っ
と
資
料
が

少
な
い
で
あ
ろ
う
〉
と
い
う
こ
と
り
二
点
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

実
際
に
は
、
文
学
で
も
哲
学
で
も
歴
史
学
で
も
、
わ
れ
わ
れ
が
研
究
の
材
料
に

L
て
い
る
文
献
資
料
白
書
き
手
は
、
す
べ
て
、
科
挙
に
受
か
っ
た
か
、
受
か
ら

な
い
か
、
中
途
で
や
め
た
か
、
の
三
つ
白
う
ち
り
ど
れ
か
に
あ
た
る
人
々
で
あ

る
わ
け
で
、
見
え
に
く
い
事
柄
で
あ
る
と
は
い
え
、
八
股
文
並
び
に
そ
の
受
験

勉
強
が
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
幼

時
か
ら
の
受
験
勉
強
(
受
験
勉
強
が
制
度
。
要
請
に
沿
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
〉
が
、
人
々
の
メ
シ
タ

F
テ
ィ
ー
の
上
に
影
を
お
と
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

本
稿
で
は
以
下
、
〔
一
)
八
股
文
そ
の
も
む
の
文
学
史
及
び
思
想
史
に
お
け

る
位
置
づ
け
の
問
題
、
魂
ひ
に
〔
二
〉
科
挙
受
験
に
い
た
る
ま
で
申
八
股
文
学

習
の
プ
ロ
セ
ス
、
カ

p
キ
a

ラ
ム
な
ど
の
問
題
、
の
二
点
を
中
心
に
述
ベ
る
ζ

と
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
、
八
股
文
と
は
ど
り
よ
う
な
も
の
か
、
実
例
に
よ
っ
て
見
て
み
る

と
と
に
し
た
い
。
例
と
し
て
は
、
清
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
欽
定
四
書
文
』
(
「
欽

定
本
朝
図
書
文
」
論
語
巻
上
)
に
載
録
さ
れ
て
お
り
，
、
ま
た
、
清
代
科
挙
に
関

す
る
詳
細
な
概
説
書
で
あ
る
商
街
護
『
清
代
科
挙
考
試
述
録
』

D
中
で
解
説
き

れ
て
い
る
、
斡
笑
。
論
語
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
韓
突
は
、
康
照

十
二
年
三
六
七
三
)
の
殴
試
で
状
一
万
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
八

股
文
は
、
模
範
答
案
中
町
模
範
答
案
と
い
う
己
と
が
で
き
よ
う
。

《

題

》

「
子
謂
顔
淵
日
、
用
之
則
行
、
舎
之
則
蔵
、
惟
我
奥
爾
有
是
夫
」

(
破
題
)

聖
人
行
頭
之
宜
ぺ
侯
能
者
始
微
一
部
之
也
。

(
承
題
)

蓋
聖
人
之
行
議
、
正
不
易
窺
、
自
顔
子
幾
之
、
而
始
可
奥
言
之
尖
。

(
起
講
)

故
特
謂
之
日
『
畢
生
閲
歴
、
紙
一
二
途
以
聴
人
分
取
吾
、
而
求
可
以
不

窺
於
其
際
者
、
往
往
而
鮮
也
。
治
於
有
可
以
自
信
之
央
、
而
或
猫
得
市

無
奥
共
、
濁
慮
而
無
典
言
。
此
意
寛
託
之
嬉
歌
自
遁
也
耶
、
而
吾
今
幸

有
以
語
爾
也
。

(
起
股
)

岡
乎
、
人
有
積
生
平
之
得
力
、
終
不
自
明
、
而
必
倹
英
人
渡
之
者
、
情
招
待
也
。

故
意
気
至
度
、
得
一
人
薦
、
可
以
不
弧
実
。

人
有
積
一
心
之
静
観
、
初
無
所
試
、
而
不
知
他
人
巳
識
之
者
、
紳
相
告

也
。
故
事
問
誠
深
、
有
一
候
駕
、
不
容
終
拠
失
。

(
出
題
)

岡
乎
、
嘗
試
興
爾
仰
参
天
時
、
術
察
人
事
、
而
中
度
吾
身
、
用
耶
舎
耶
、

行
耶
臓
耶
。

{
虚
股
)

浪
於
行
者
骸
、
需
於
行
者
滞
、
有
如
不
必
於
行
、
而
用
之
則
行
者
乎
、
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此
其
人
非
復
功
名
中
人
也
。

一
於
蔵
者
緩
、
果
於
識
者
殆
、
有
如
不
必
於
積
、
而
舎
之
則
議
者
乎
、

此
茶
人
非
復
泉
石
間
人
也
。

円
中
股
)

則
嘗
試
擬
而
求
之
、
意
必
詩
書
之
内
有
其
人
罵
、
且
且
是
流
連
以
誌
之
、

然
吾
聞
宇
之
謂
何
、
而
此
詣
寛
遁
蓮
終
古
、
剣
長
自
負
突
。
騒
念
自
窮
本

観
化
以
来
、
震
以
身
渉
用
舎
之
交
、
而
充
然
有
飴
以
自
盛
者
、
此
際
亦

差
堪
慰
耳
。

則
又
嘗
身
局
示
之
、
今
者
轍
環
之
際
有
微
指
駕
、
乃
日
周
旋
而
忽
之
、

然
県
人
同
事
之
謂
何
、
市
此
詣
寛
寂
寂
人
間
、
亦
用
自
歎
実
。
而
猫
走

曙
劉
忘
言
之
頃
、
骨
不
興
我
質
行
蔵
之
疑
、
而
淵
然
此
中
相
護
者
、
此

際
亦
足
共
慰
耳
。

(
過
接
〉
自
五
回
因
念
夫
我
也
、
念
夫
我
之
奥
爾
也
。

〈
後
股
)

惟
我
県
南
撹
事
物
之
扇
、
而
確
有
以
自
主
、
故
一
任
乎
人
事
之
還
。
而

祇
自
如
其
性
分
之
索
。
此
時
我
得
其
第
我
、
爾
亦
得
其
鰐
爾
也
、
用
舎

何
興
需
、
我
雨
入
長
抱
此
至
足
者
共
千
古
己
実
。

惟
我
輿
爾
参
神
明
之
饗
、
而
順
麿
以
無
方
、
故
雌
積
乎
道
徳
之
厚
。
而

組
不
手
乎
気
激
之
先
。
此
時
我
不
執
其
篤
我
、
爾
亦
不
執
其
筒
爾
也
、

行
蔵
又
何
事
意
、
我
雨
人
長
留
此
不
可
知
者
予
造
物
己
実
。

(
収
繕
〉
有
是
夫
、
惟
我
輿
爾
也
夫
』
而
斯
時
之
問
、
亦
恰
然
得
黙
然
解
也
。

八
股
文
は
、
『
明
史
』
選
挙
志
で
は
、

科
目
な
る
者
は
、
唐
宋
の
蓄
に
沿
ひ
て
、
精
し
く
其
白
試
土
白
法
を
饗
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じ
、
四
子
書
及
び
島
、
番
、
詩
、
春
秋
、
雄
記
の
五
経
よ
り
取
り
て
題

を
命
じ
、
士
を
試
む
。
蓋
し
太
粗
と
劉
基
と
の
定
む
る
所
な
り
。
其
白

文
は
、
ほ
ぼ
宋
の
経
義
に
倣
ひ
て
、
然
も
古
人
の
語
気
に
代
わ
り
て
之

を
鋳
る
。
鐘
は
排
偶
を
用
ひ
、
之
を
八
股
と
謂
ふ
。
逼
じ
て
之
を
制
義

と
謂
ふ
。

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
例
に
掲
げ
た
韓
菜
の
作
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
、
冒

頭
町
「
子
謂
顔
淵
日
:
」
(
『
論
垣
間
』
述
而
篇
〉
と
い
う
こ
と
こ
ろ
が
問
題
で

あ
る
。
と
白
経
書
の
一
節
白
内
容
を
、
「
古
人
の
語
気
」
を
用
い
て
、
つ
ま
り

こ
白
場
合
な
ら
孔
子
様
本
人
に
な
り
か
わ
っ
て
書
け
、
と
い
う
白
が
科
挙
の
試

験
の
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
町
内
容
を
四
つ
の
対
句
つ
ま
り
八
股

を
用
い
て
書
け
、
と
い
う
形
式
上
の
制
約
が
加
わ
る
。
右
申
文
中
で
は
、
起
講

の
「
故
に
特
に
之
に
謂
ひ
て
回
〈
」
か
ら
収
結
の
「
惟
だ
我
と
爾
な
る
か
な
」

ま
で
の
『
』
で
く
く
っ
た
部
分
が
、
孔
子
白
言
っ
た
言
葉
と
い
う
と
と
に
な

る
。
そ
し
て
こ
の
中
に
、
起
股
・
虚
股
・
中
股
・
後
股
白
四
つ
の
対
句
が
あ
る

わ
け
で
あ
る
。
聖
人
が
語
っ
た
内
容
が
特
に
対
句
で
表
現
さ
れ
る
、
と
い
う
と

こ
ろ
は
、
聖
人
白
言
語
は
、
整
ー
っ
た
文
雅
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

き
て
、
八
股
文
を
右
の
よ
う
に
行
を
分
け
て
書
い
て
見
る
と
、
こ
れ
が
い
か

に
見
事
な
対
句
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
周
作
人

は
、
「
八
股
文
を
論
ず
」
(
「
論
八
股
文
」
『
中
国
新
文
学
白
源
流
』
付
録
〉
と
い

う
文
章
の
な
か
で
、
八
股
文
は
、
対
句
を
用
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
ま

た
音
楽
的
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
中
国
文
化
白
結
晶
」
で
あ
る
と

ま
で
の
ベ

τい
る
が
、
こ
れ
は
言
葉
ど
う
り
受
け
取
っ
て
も
よ
ろ
し
か
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
八
股
文
は
、
ど
り
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
中
国
土
章
史
の
中
で
、

い
か
な
る
位
置
づ
け
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ま
ず
結
論



山古川 lザグ;司ドベ「ム任問川河f計十ち ワ1話予胃下部郡主 将言明q)'ii~草壁建錨J子へ戸川 Y'川託引卜判':'¥"'::"'."':':':'''"O~;'.'" ;i''''''''_~叩

86 

か
ら
述
べ
れ
ば
、
八
股
文
は
、
古
文
、
特
に
中
唐
り
韓
愈
以
来
白
、
い
わ
ゆ
る

唐
宋
白
古
文
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う

ハ

8
1
唐
代
に
あ
っ
て
古
文
は
、
六
朝
以
来
の
勢
力
を
維
持
し
て
き
た
門
閥
貴

族
た
も
の
文
体
で
あ
っ
た
餅
文
に
対
L
、
新
た
に
勢
力
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
っ
た

科
挙
官
僚
た
ち
が
、
自
ら
白
文
体
と
し
て
う
ち
た
て
た
も
り
で
あ
っ
た
。
韓
愈

や
白
居
易
ら
の
活
躍
し
た
中
唐
由
時
代
は
、
下
降
機
運
に
あ
っ
た
門
閥
貴
族
に

対
し
て
、
上
昇
の
科
挙
官
僚
が
、
ほ
ぽ
対
等
白
力
を
持
つ
に
至
っ
た
時
代
、
具

体
的
に
い
え
ば
、
科
挙
出
身
の
韓
愈
や
白
居
易
た
ち
が
、
実
際
か
な
り
の
高
官

に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
時
代
で
あ
っ
て
、
科
挙
官
僚
た
ち
が
最
も
活
気
に
満
ち

あ
ふ
れ
で
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
元
積
白
居
易
ら
の
新
楽
府
運
動
や
韓
愈
・

柳
宗
一
耳
ら
の
古
文
運
動
が
、
ま
さ
し
く
こ
の
時
期
に
お
こ
っ
て
い
る
白
は
、
以

上
白
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
白
で
あ
る
。
こ
の
唐
代
に
お
け
る
科
挙
官
僚
の
後

身
が
、
宋
代
以
降
の
い
わ
ゆ
る
士
大
夫
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
自
然
に
自
分
た
ち

。
先
輩
で
あ
る
韓
愈
ら
の
文
体
を
、
自
ら
の
文
体
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
に

な
り
、
欧
腸
修
・
蘇
就
・
王
安
石
ら
宋
代
の
古
文
作
家
が
活
躍
す
る
こ
と
に
な

る。
唐
宋
古
文
は
、
い
わ
ゆ
る
近
世
士
大
夫
の
品

l
ト
ス
を
反
映
し
た
文
章
の
ス

タ
イ
ル
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
世
の
哲
学
に
お
い
て
も
、
韓
愈
が
そ

の
出
発
点
と
し
て
重
視
さ
れ
る
の
と
、
パ
ラ
レ
ル
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
す
v
。
そ
し
て
、
こ
の
近
世
土
大
夫
を
制
度
的
に
支
え
た
も
白
が
、
科

挙
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
宋
代
目
科
挙
は
、
少
な
く
と

も
北
宋
照
寧
年
聞
の
、
玉
安
石
に
よ
る
改
革
以
後
は
、
経
義
・
論
・
策
の
三
本

立
て
に
な
り
、
こ
白
=
一
種
は
、
そ
の
後
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
明
清
白
科
挙
ま
で
引
き

続
き
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
宋
代
に
お
け
る
答
案
の
文
体
が
、
古
文
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
『
現
史
』
選
挙
志
に
八
股
文
の
直
接
の
前
身
で

あ
る
と
い
う
宋
閉
経
義
の
一
例
と

L
て
、
北
宋
元
符
年
聞
の
進
士
、
劉
安
節

『
劉
左
史
集
』
巻
三
回
「
顔
淵
問
為
邦
」
白
一
部
を
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
(
宋
代
目
経
農
の
実
例
は
、
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
)
。

有
豊
玉
之
志
者
、
必
求
知
聖
王
之
事
。

有
望
王
之
事
者
、
必
求
知
聖
王
之
政
。

蓋
君
子
之
事
非
期
於
美
己
而
己
也
。
必
絡
施
於
有
致
、
以
乗
菩
乎
天
下
一

罵。若
顔
子
者
、
共
知
室
主
之
事
乎
。
此
所
以
有
錆
邦
之
閑
也
。

蓋
問
也
者
、
心
有
所
欲
魚
市
未
達
者
也
。

非
其
所
欲
震
則
事
者
不
問
。

非
其
所
可
箆
則
教
者
不
答
。

(
中
略
〉

然
而
矯
邦
之
道
奈
何
、
日
『

三
代
之
時
、
時
也
、
市
夏
以
忠
掲
善
。

一
二
代
之
轄
、
諮
也
、
而
商
以
質
震
善
。

三
代
之
豊
、
菟
也
、
而
周
以
文
潟
善
。

月
下
略
)

こ
こ
で
も
八
股
文
と
同
じ
よ
う
に
、
「
顔
淵
問
為
邦
」
(
(
『
論
語
』
衛
霊
公
〉
が

問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
解
説
せ
よ
と
い
う
設
問
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

中
に
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
孔
子
の
語
気
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
対
句
が
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
で
、
八
股
文
と
の
継
承
関
係
が
確
認
で
き

る
。
ち
な
み
に
、
対
句
と
い
え
ば
、
勝
文
の
特
徴
の
よ
う
で
あ
る
が
、
唐
宋
の

古
文
は
、
秦
漢
の
古
文
を
手
本
に
し
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
六
朝
の
餅
文
を

通
過
し
た
あ
と
の
散
文
で
あ
っ
て
、
対
句
が
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
韓
愈
の
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文
章
な
ど
に
著
し
い
。

以
上
が
宋
代
に
お
け
る
経
義
で
あ
る
が
、
明
初
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
、

少
々
違
っ
た
ス
タ
イ
ル
の
試
験
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
は
、
洪
武

三
年
の
解
元
、
洪
武
四
年
白
状
元
で
あ
っ
た
呉
伯
宗
の
『
栄
進
集
』
巻
一
「
郷

試
一
ニ
場
」
に
見
え
る
も
の
の
問
題
目
部
分
で
あ
る
。

大
学
日
、
周
治
而
天
下
平
。
中
庸
日
、
君
子
篤
恭
而
天
下
平
。
孟
子
目
、

人
人
親
其
親
、
長
其
長
而
天
下
平
。
文
目
、
修
其
身
而
天
下
平
。
天
下

平
一
也
、
所
以
致
天
下
平
、
有
四
者
之
不
問
、
何
欺
。

と
い
っ
た
具
合
で
、
各
書
に
見
え
る
「
天
下
平
」
の
意
味
の
違
い
を
問
う
、
と

い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
今
日
見
ら
れ
る
八
股
文
の
形
が
固
ま
っ
た
D
は
、
明
白

成
化
年
間
三
四
六
五

l
一
四
八
七
)
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
《
ー
か
ら
、
明

初
の
約
百
年
聞
は
、
右
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い
た
り
で
あ
ろ
う
か
。

き
て
、
以
上
八
股
文
と
古
文
、
及
び
科
挙
に
つ
い
て
見
た
。
こ
こ
で
、
八
股

文
自
性
格
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
内
容
は
四
書
五
経
で
あ
っ
て
、

聖
人
に
な
り
代
わ
っ
て
、
そ
の
語
句
を
解
説
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、

科
挙
の
八
股
文
で
試
さ
れ
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
聖
人
の
気
概
が
そ
の
人
物

に
あ
る
か
ど
う
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
社
会
D
P
l
r
ー
と
し
て
の
資
格
が
あ

る
か
ど
う
か
だ
と
い
う
こ
と
に
、
原
理
的
に
は
な
る
。
八
股
文
と
い
う
と
、
普

通
形
式
主
義
白
奴
隷
申
文
章
の
代
名
詞
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
が
、
実
は
形
式
上

唐
宋
古
文
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
そ
白
精
神
も
ま
た
、
少
な

く
と
も
理
念
に
お
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
近
世
士
大
夫
白
エ
ー
ト
ス
を
反
映
し

た
も
目
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

現
代
目
文
学
論
の
中
に
は
、
し
ば
し
ば
八
股
文
を
肯
定
的
に
評
価
し
た
言
説

が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
李
卓
吾
の
「
童
心
説
」
〔
『
焚
書
』
巻
=
一
)
で
は
、

『
西
廟
記
』
『
水
論
伝
』
と
並
べ
て
「
今
の
挙
子
の
業
」
を
「
古
今
の
至
文
」
の
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一
つ
に
数
え
て
い
る
。
ま
た
、
裳
宏
道
の
「
時
文
叙
」
(
『
瓶
花
斎
集
』
巻
六
)

では、

場
業
の
用
は
、
簡
を
得
る
に
あ
り
。
時
な
ら
ず
ん
ば
則
ち
露
な
ら
ず
。

新
を
窮
め
て
離
を
極
め
ず
ん
ば
、
則
ち
時
な
ら
ず
。

左
い
っ
て
い
る
〈
g
v
。
こ
こ
で
は
、
模
擬
に
終
始
す
る
古
文
辞
派
の
文
章
に
対

立
す
る
も
の
と
し
て
、
八
股
文
(
時
文
と
も
い
わ
れ
る
)
の
『
新
」
・
「
変
」
と

い
う
性
格
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
李
卓
E
日
・
愛
宏
道
と
い
う
、

E
ち
ら
か
と
い
え
ば
進
歩
的
と
目
さ
れ
る
人
た
ち
が
、
八
股
文
に
対
L
て
肯
定

的
で
あ
る
こ
と
に
は
、
奇
異
の
感
を
抱
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
も
、

上
に
述
べ
た
八
股
文
の
理
念
形
態
を
考
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
理
解
不
可
能
な
こ

‘
と
で
は
あ
る
ま
い
。

も
ち
ろ
ん
以
上
は
そ
の
理
念
で
あ
っ
て
、
現
実
に
は
、
呉
敬
梓
が
『
儒
林
外

史
』
の
中
で
描
い
た
よ
う
な
種
々
の
弊
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
八
股
文
に
つ
い
て
も
、
ひ
と
ま
ず
理
念
と
現
実
と
を
分
け
て
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

八
股
文
に
対
す
る
批
判
も
、
以
上
の
よ
う
な
八
股
文
の
性
質
か
ら
考
え
直
し

て
見
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
さ
き
ほ
ど
八
股
文
に
お
い
て
試
さ
れ
る
の
は
、

社
会
の
り

I
F
ー
と
し
て
の
資
格
で
あ
る
と
い
っ
た
が
、
逆
に
試
験
の
た
め
に
、

中
身
も
な
い
り
に

p
iダ
I
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
こ
れ
を
ば

か
ば
か
し
い
と
考
え
る
者
が
出
て
く
る
白
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
『
儒
林
外
史
』

を
害
し
た
呉
敬
梓
な
ど
は
、
一
般
に
科
挙
の
批
判
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ

の
一
族
全
撤
呉
氏
は
、
科
挙
の
名
族
で
あ
っ
て
、
呉
敬
梓
の
曽
祖
父
の
世
代
に

は
、
兄
弟
五
人
の
う
ち
四
人
ま
で
が
進
土
に
及
第
し
て
お
り
、
彼
ら
白
父
の
呉

捕
に
は
、
八
股
文
の
書
き
方
自
参
考
書
で
あ
右
『
扇
神
六
秘
説
』
な
る
著
書
も

あ
る
日
)
。
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
後
白
世
代
に
も
、
数
多
く
り
科
挙
及
第
者
が
、
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こ
の
一
族
か
ら
出
て
い
る
。
お
そ
ら
く
呉
敬
梓
に
は
、
こ
の
よ
う
な
一
族
の
一

員
と
し
て
白
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
か
え
っ
て
科
挙
に
背
を
向
け

る
行
動
に
出
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
科
挙
の
批
判
者
で
あ
る
呉
敬
梓
が
、
科

挙
制
度
の
周
辺
か
ら
現
れ
た
の
で
は
な
く
、
全
淑
呉
氏
と
い
う
科
挙
町
名
族
の

ま
っ
た
だ
中
か
ら
出
た
と
い
う
こ
と
は
、
注
意
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
呉
敬
梓

も
、
意
味
も
な
く
え
ら
そ
う
な
こ
と
を
書
か
向
ば
な
ら
ぬ
八
段
文
に
い
や
け
が

さ
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
一
古
田
で
は
、
唐
様
で
書
く
三
代
自
の
樗
か
な
く

も
な
い
。

前
節
で
は
、
八
股
文
の
性
格
に
つ
い
て
見
た
。
本
節
で
は
引
き
続
い
て
、
八

股
文
を
書
〈
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
受
験
勉
強
が
行
わ
れ
た
の
か
を
考
え
て
み

た
い
。八
股
文
が
試
験
の
た
め
に
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
傾
向
と
対
策
が
あ
る
白
は
当

然
で
あ
る
が
、
準
備
む
た
め
の
勉
強
方
法
も
八
股
文
の
性
格
か
ら
導
女
出
さ
れ

て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
参
考
書
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
八
股
文

は
古
文
と
関
係
が
深
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
に
は
、
古
文
に
関
す
る
書
物

が
数
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
古
文
の
選
集
は
、
宋
代
由
経
義
が
す
で
に
古
文
と

関
係
深
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
宋
代
の
こ
ろ
す
で
に
出
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ぽ
、

謝
扮
得
白
『
文
章
軌
範
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
後
に
王
陽
明
が
序
を
寄
き
、

宋
の
謝
紡
得
氏
、
古
文
の
場
屋
巨
資
あ
る
者
を
取
り
、
漢
よ
り
宋
ま
で

凡
そ
六
十
九
篇
、
其
の
篇
章
句
字
の
法
を
標
掲
L
、
名
づ
け
て
『
文
章
軌

範
』
と
日
品
。
蓋
し
古
文
の
奥
、
是
に
止
ま
ら
ず
。
固
定
れ
濁
り
問
事
業
白
者

の
掲
に
設
け
し
の
み
。

と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
同
様
に
明
の
茅
坤
の
編
ん
だ
『
唐
宋
八
大
家
文
紗
』
に

つ
い
て
、
清
代
の
『
四
庫
全
書
総
目
堤
要
』
で
は
、

ム
マ
是
の
集
を
観
る
に
、
大
抵
亦
た
問
事
業
の
局
に
設
〈
.

と
い
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
実
際
に
古
文
選
本
町
実
物
に
つ
い
て
見
て
も
、
例

え
ば
清
白
金
自
明
の
『
古
文
釈
義
』
{
東
京
大
学
文
学
部
蔵
)
の
凡
例
に
は
、

初
事
の
古
文
を
讃
む
は
、
率
ね
多
く
は
時
文
に
枠
金
せ
ん
が
潟
に
見
を

起
こ
す
。
是
自
編
固
よ
り
血
事
業
に
補
い
有
る
者
に
非
ざ
れ
ば
鎌
さ
ず
。
然

う
し
て
、
陸
備
は
ら
ざ
る
な
く
、
義
必
ず
詳
ら
か
な
る
有
り
。
凡
そ
古
皐

を
潟
L
、
論
世
知
人
に
及
ぶ
は
、
皆
頼
り
て
是
正
す
。
徒
に
時
文
に
神
金

す
る
の
み
な
ら
ず
。

と
あ
っ
て
、
こ
白
書
物
が
、
科
挙
白
時
文
の
学
の
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
を
う

た
っ
て
い
る
。
同
様
に
『
古
文
翼
』
(
東
京
大
学
文
学
部
蔵
)
小
引
で
も
、

自
来
古
文
の
選
本
林
立
す
る
も
、
其
町
問
繁
簡
同
じ
か
ら
ず
、
取
捨

互
い
に
異
な
る
。
唯
だ
昆
山
の
唐
介
紅
引
先
生
の
輯
む
る
所
白
古
文
翼
の
み
、

約
に
し
て
精
、
筒
に
し
て
備
、
最
も
塾
課
の
善
本
偽
り
。

と
い
い
、
こ
の
書
物
が
、
塾
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同

書
白
凡
例
に
は
、

古
文
後
に
垂
ん
と
し
て
、
経
書
を
羽
翼
す
る
に
あ
ら
ざ
る
は
な
L
。

事
ぷ
者
此
に
熱
す
れ
ば
、
濁
り
時
審
に
稗
す
る
有
る
白
み
な
ら
ず
、
更
に

器
識
を
増
長
す
る
に
足
ら
ん
。

Lι
、
古
文
と
時
芸
(
八
股
文
)
と
の
関
係
を
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
中
国
に

お
い
て
、
古
文
、
特
に
韓
愈
を
中
心
と
す
る
唐
宋
八
大
家
白
古
文
が
権
威
を
も

っ
て
い
る
の
は
、
一
つ
に
は
一
般
的
な
文
章
の
手
本
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た

k
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
や
は
り
こ
れ
が
科
挙
と
結
び
つ
い
て
、
八
股

文
を
書
く
た
め
に
だ
れ
も
が
勉
強
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
余
波
が
、
日
本
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
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ろ
う
か
。

明消時代の科挙と文学

つ
ぎ
に
、
当
時
の
知
識
人
の
教
育
過
程
、
特
に
基
礎
教
育
に
お
け
る
そ
れ
に

つ
い
て
、
考
え
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
田
中
謙
二
、

寺
田
隆
信
氏
ら
の
研
究
が
あ
る
が
百
三
こ
こ
で
は
、
八
股
文
の
修
練
と
い
う

方
向
に
焦
点
を
据
え
て
考
え
て
み
た
い
。

教
育
D
過
程
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
具
体
的
な
目
標
が
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
が
、
明
滑
り
知
識
人
の
場
合
、
そ
の
目
標
が
科
挙
で
あ
り
、
さ
ら
に
八
股

文
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

L
た
が
っ
て
、
当
時
の
教
育
は
、

ま
ず
第
}
に
、
八
股
文
が
書
け
る
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
具
体
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
カ
リ
キ
品
ラ
ム
白
問
題
及
び
教

育
を
支
え
た
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

こ
り
当
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
実
例
が
残
っ
て
い
る

が
、
中
で
も
最
も
ポ
ピ
品
ラ
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
元
町
程
端
礼
の

『
程
民
家
塾
読
書
分
年
日
程
』
で
あ
る
。
こ
の
書
物
に
は
、
そ
も
そ
も
由
学
習

の
は
じ
め
か
ら
、
何
歳
白
時
に
は
ど
り
よ
う
な
勉
強
を
す
る
か
、
何
歳
の
と
き

に
は
ど
の
よ
う
な
本
を
読
む
か
、
と
い
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に

は
一
日
毎
回
学
習
の
記
録
で
あ
る
功
課
表
ま
で
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
ま
ず
八
歳
以
前
の
時
期
に
『
性
理
字
訓
』
に
よ
っ
て
文
字
。
読
み
書
き

を
学
ぶ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
八
歳
で
入
学
し
て
か
ら
、
『
小
学
』
『
大

学
経
伝
正
文
』
『
論
語
正
文
』

i
目
と
、
四
書
五
経
り
本
文
の
読
書
{
暗
諦
)

を
進
出
、
十
五
歳
志
学
の
年
ま
で
が
ひ
と
く
ぎ
り
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
十
五
歳
以
後
四
第
二
段
階
で
は
、
引
き
続
き
『
大
学
章
句
』
『
大
学
或
間
』

『
論
語
集
注
』
:
:
と
、
こ
こ
で
は
四
書
五
経
の
注
釈
(
も
と
よ
り
朱
子
学
に
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お
け
る
ス
タ
ン
〆
l
ド
な
注
)
の
学
習
が
続
く
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
の
成
果

が
上
が
っ
た
段
階
で
、
『
資
治
通
鑑
』
、
韓
怠
文
、
『
楚
辞
』
の
読
書
が
続
く
。
こ

れ
が
、
経
書
の
学
習
に
続
く
、
史
学
及
び
文
学
(
文
章
作
法
)
の
課
程
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
も
唐
宋
八
大
家
の
醜
愈
の
文
章
が
、
早
い
段
階
か
ら
科
目
の
な
か

に
入
っ
て
お
り
、
科
挙
と
古
文
と
の
関
わ
り
が
注
目
さ
れ
る
。

程
端
礼
白
『
程
民
家
塾
読
書
分
年
日
程
』
は
、
も
ち
ろ
ん
科
挙
の
こ
と
も
視

野
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
来
、
朱
子
の
学
徒
と
し
て
の
学
業
白
あ
り
方

を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
直
接
八
股
文
の
書
き
方
を
記
し
た
本
で
は
な
い
。

は
っ
き
り
八
股
文
の
書
き
方
に
迎
い
を
定
め
た
書
物
と
し
て
は
、
清
の
程
学
古

の
『
幼
訓
』
『
少
学
』
が
あ
る
(
『
檀
凡
叢
書
』
所
収
)
。
こ
の
『
幼
訓
』
は
、

幼
時
の
し
つ
け
か
ら
始
ま
っ
て
、
八
股
文
を
書
〈
前
ま
で
由
課
程
を
記
し
て
い

る
。
い
ま
そ
の
項
目
を
順
番
に
挙
げ
る
と
、

一

愛

養

二

量

資

循

序

三

分

任

四

不

仮

言

笑

主

鼓

舞

六

幼

戒

七

奮

揖

八

習

立

九

習

座

一
O

習

飲

食

二

識

字

ご

一

敬

書

一

三

鮎

害

一

回

句

護

一

五

教

書

一

六

念

書

一

七

探

書

-

八

帯

書

一

九

理

書

二

O
黙

書

二

一

乗

理

二

二

背

書

二

三

講

書

一

一

回

潤

字

二

五

臨

倣

本

二

六

作

封

二

七

飴

課

と
い
っ
た
具
合
で
あ
り
、
ま
ず
日
常
の
立
ち
居
振
る
舞
い
、
つ
ぎ
に
書
物
を
用

い
て
の
学
習
、
さ
ら
に
は
筆
を
取
っ
て
の
習
字
、
と
い
っ
た
各
課
程
に
お
け
る

指
導
上
の
注
意
事
項
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
最
後
の
あ
た
り
に
、

対
句
の
綜
習
が
あ
る
こ
と
が
、
八
股
文
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
。
第
一
節
で
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見
た
よ
う
に
、
八
股
文
に
は
か
な
り
長
い
字
数
白
対
句
を
作
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
が
、
そ
れ
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
と
れ
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
は
、

幼
時
か
ら
対
句
を
作
る
稽
古
を
さ
せ
ら
れ
た
自
で
あ
る
。
明
末
の
張
岱
の
「
自

為
墓
誌
銘
」
の
な
か
に
、

六
歳
の
時
、
大
父
雨
若
翁
、
余
を
描
へ
て
武
林
に
之
き
、
眉
公
先
生
町

一
角
箆
に
跨
り
、
銭
塘
牒
白
遊
客
と
震
る
に
遇
品
。
大
父
に
針
ひ
て
目
く
、

文
孫
封
を
属
す
る
を
善
く
す
と
開
〈
。
吾
れ
之
を
函
試
せ
ん
、
と
。
扉
上

の
李
白
騎
鯨
園
を
指
さ
し
て
日
く
、
太
白
鯨
に
騎
り
て
、
采
石
江
漣
夜
月

を
傍
品
、
と
。
余
際
へ
て
臼
く
、
眉
公
鹿
に
跨
り
て
、
銭
塘
鯨
裏
に
秋
風

を
打
つ
、
と
。
眉
公
大
い
に
笑
ひ
躍
起
し
て
日
く
、
那
ぞ
霊
位
向
此
の
若
き

を
得
し
ゃ
、
吾
が
小
友
な
り
、
と
。

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
え
る
。
張
岱
が
六
歳
の
時
に
、
陳
眉
公
す
な
わ
ち
陳

継
儒
か
ら
対
句
の
問
題
を
出
さ
れ
、
そ
れ
を
み
ご
と
に
、
か
つ
陳
眉
公
を
あ
て

と
す
る
よ
う
な
内
容
で
答
え
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
と
こ
で
は
は
じ
め
か
ら

張
岱
が
対
句
が
う
ま
い
と
い
う
こ
と
が
有
名
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
勺
て

い
る
が
、
と
の
当
時
子
供
の
能
力
を
試
す
時
、
や
は
り
対
句
を
作
ら
せ
て
み
る

と
い
う
り
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
も
、
科
挙
の
八
股
文
り
た
め
に

誰
も
が
対
句
を
作
る
稽
古
を
し
た
と
い
う
下
地
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
ろ
う
。

再
び
雀
学
古
に
戻
る
。
以
上
述
べ
た
『
幼
訓
』
を
卒
業
す
る
と
、
つ
ぎ
は

『
少
学
』
に
な
る
。
そ
の
項
目
を
示
す
と
、

}

督

責

初

功

ニ

開

示

路

敏

三

八

法

四

五

要

五

四

十

字

訣

一

六

行

文

麹

化

七

書

法

八

身

法

九

手

法

十

把

筆

四

要

-

一

作

字

四

法

と
な
り
、
こ

b
ら
は
専
ら
八
股
文
白
書
き
ー
方
の
秘
訣
を
記
し
た
も
白
で
あ
っ
て
、

先
に
触
れ
た
呉
柿
の
『
題
神
六
秘
説
』
な
ど
と
同
類
の
毒
物
で
あ
る
(
た
だ
し
、

内
容
は
家
風
の
違
い
と
で
も
い
お
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
)
。
こ
う

し
た
類
の
書
物
に
は
、
ほ
か
に
清
の
唐
彪
の
『
父
師
善
誘
法
』
二
巻
『
読
書
作

文
誇
』
十
一
一
巻
か
あ
る
。
『
叉
師
善
誘
法
』
は
、
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
と
注
意
を

記
し
た
も
白
で
あ
り
、
そ
の
巻
下
に
「
童
子
読
古
文
法
」
が
あ
っ
て
、
古
文
白

学
習
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
読
書
作
文
譜
』
は
、
い
わ
ば
文
章
作

法
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
巻
八
「
諸
題
作
法
」
巻
九
の
『
制
襲
体
裁
」
ほ
か
は
、

八
股
文
に
関
す
る
も
の
で
あ

p
、
巻
十
「
評
古
文
」
巻
十
一
「
論
読
古
文
」
は

古
文
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
も
教
育
過
程
に
お
け
る
古
文
と
八
股

文
O
結
び
つ
き
が
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
受
験
勉
強
の
カ
リ
キ
a
ラ
ム
を
記
し
た
資
料
を
探
そ

う
と
し
た
場
合
、
こ
の
底
白
書
物
は
、
四
部
分
類
の
ど
こ
に
属
す
る
か
と
い
え

ば
、
こ
れ
は
、
先
の
程
端
礼
の
『
程
民
家
塾
読
書
分
年
日
程
』
が
そ
う
で
あ
っ

た
の
だ
が
、
子
部
・
儒
家
類
白
家
訓
、
勧
学
、
郷
約
の
属
と
い
う
と
こ
ろ
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
『
程
氏
家
塾
読
書
分
年
日
程
』
に
し
て
か
ら
が
、
書
名
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
は
程
氏
の
家
塾
に
お
け
る
カ

p
キ
ュ
ラ
ム

で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
む
当
時
の
教
育
が
、
家
(
宗
族
)
と
深
く
結
び
つ

き
、
宗
族
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
星
学
古
白
『
幼
訓
』
『
少
学
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
『
檀
九
叢

書
』
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
記
し
た
の
だ
が
、
こ
の
ご
書
が
清
白
馬
五

態
。
『
安
陽
馬
民
条
規
』
(
光
緒
十
五
年
刊
本
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

蔵
。
『
家
塾
条
規
』
『
義
荘
条
規
』
『
洞
堂
条
規
』
『
家
廟
条
規
』
か
ら
な
る
)
と

い
う
、
宗
族
の
き
ま
り
を
書
い
た
審
物
り
な
か
り
『
家
製
条
規
』
に
、
そ
っ
く

り
そ
申
立
ま
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
こ
う
し
た
科
挙
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
宗
族
を
舞
台
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
一
資
料
と
い
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え
よ
う
。
一
族
白
中
か
ら
科
挙
に
及
第
し
て
官
僚
に
な
る
も
の
が
出
る
か
ど
う

か
は
、
宗
族
の
存
続
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
か
ら
、
宗
族
は
、
科
挙
に
た

い
へ
ん
に
力
を
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
他
に
族
諮
り
類
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
族
譜
白
中

に
家
塾
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
例
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
蘇

州
の
『
陸
氏
藷
門
支
藷
』
(
光
緒
十
四
年
重
修
刊
本
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研

究
所
蔵
〉
巻
十
三
「
豊
裕
荘
規
条
」
に
は
、

弟
子
の
敬
、
行
ひ
て
除
力
有
ら
ば
、
則
ち
以
て
文
を
事
ぶ
。
詩
書
六
蕗

の
文
は
尚
L
、
己
に
今
の
世
に
生
ま
る
れ
ば
、
時
文
も
亦
た
且
一
旦
に
忽
に
す

べ
け
ん
や
。
土
既
に
身
勝
淳
に
列
せ
ら
る
れ
ば
、
尤
も
蛍
に
志
上
遣
に

存
す
ベ

L
。
今
義
荘
の
内
に
、
毎
月
朔
望
に
於
い
て
、
宗
支
の
長
幼
を
訂

集
L
、
文
社
を
拳
行
せ
ん
。
規
条
を
酌
定
し
て
、
後
に
開
列
す
。

云
々
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
宗
族
の
な
か
で
、
文
会
す
な
わ
ち
八
股
文
の
模
擬

試
験
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
時
答
案
の
採
点
を
す
る
先
生
を
招
く

費
用
に
関
す
る
規
定
も
あ
る
。
た
だ
家
塾
に
先
生
を
招
い
て
子
弟
を
教
育
す
る

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
こ
と
ま
で
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
り
こ
と
は
ま
た
、
宗
挟
に
お
け
る
教
育
の
目
標
が
、
あ
く
ま
で
科
挙
に
あ
っ

た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

や
は
り
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
蔵
さ
れ
る
、
清
の
陶
宗
振
等
撰
『
陶

民
義
荘
志
』
(
乾
隆
四
十
七
年
践
刊
本
)
巻
六
「
義
荘
経
籍
」
に
は
、
こ
の
陶

民
の
家
塾
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
百
十
一
種
の
書
物
白

H
ス
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
集
部
の
書
物
は
、

李

善

文

選

注

唐

文

粋

古

文

苑

漢

文

選

宋

文

鑑

元

文

類

茅
鹿
門
八
大
家
文
選
宣
公
翰
苑
集
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韓
昌
審
集

柳
柳
州
集
箔
文
正
公
集
十
本
誼
忠
宣
公
集
六
本

歌
陽
公
全
集
蘇
文
忠
公
集
撃
壌
集

朱
子
大
全
集
朱
竹
地
曝
書
亭
集
唐
詩
四
十
四
本

唐

詩

晶

葉

宋

詩

紗

元

詩

選

李
太
白
詩
注
斡
昌
禦
詩
注
白
柴
天
詩
集

誼
石
湖
詩
集
高
育
郎
詩
注
飼
南
詩
選

漁
洋
山
人
精
華
録
訓
纂

の
二
十
八
種
で
あ
る
が
、
や
は
り
こ
の
中
に
、
唐
宋
八
家
関
係
申
書
物
が
か
な

り
含
ま
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
経
書
に
つ
い
て
は
、
い
う
主
で
も
な

い
が
、
科
挙
の
受
験
勉
強
に
必
要
な
書
物
が
、
宗
族
で
維
持
経
営
す
る
家
塾
の

中
に
備
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

科
挙
に
備
え
た
勉
学
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
家
訓
町
中
に
も
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
羽
町
林
希
元
の
「
家
訓
」
(
『
林
次
崖
先
生
文
集
』
巻
十
二
)
に
、

一
松
は
漢
文
は
巴
に
幾
篇
か
を
議
み
得
た
り
、
今
且
に
三
蘇
交
選
を
持

て
其
白
普
な
る
者
を
揮
び
て
熱
識
せ
ん
と
す
。
一
梧
は
漢
文
を
讃
む
ベ

L
。

但
L
全
史
未
だ
熟
さ
ざ
れ
ば
、
根
本
の
門
戸
未
だ
立
た
ず
、
古
文
を
謹
む

と
艇
も
盆
な
き
な
り
。
須
ら
く
通
鑑
綱
目
及
び
性
理
の
謡
番
を
賂
て
、
日

夜
熟
読
し
、
以
て
根
本
白
門
戸
を
立
つ
ベ

L
。

と
あ
っ
て
、
息
子
の
で
桂
、
一
搭
に
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
指
導
を
し
て
い
る
わ

け
だ
が
、
こ
の
一
松
に
三
蘇
白
文
を
読
め
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
ハ
目
。
ま

た
、
明
の
万
暦
年
聞
の
生
員
で
あ
っ
た
骨
照
丙
白
『
骨
民
家
訓
』
巻
一
教
孫

篇
上
論
文
体
に
は
、

文
を
作
る
に
は
、
須
ら
く
題
尿
題
紳
、
全
章
白
語
気
を
細
玩
す
ベ

L
、

而
し
て
之
を
出
す
に
経
典
の
粋
語
、
友
園
の
精
言
、
実
漢
D
芳
映
を
以
て

す
れ
ば
、
自
ら
能
く
入
金
田
地
を
出
で
ん
。
八
大
家
は
、
遍
く
経
目
を
馬
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す
を
必
せ
ざ
る
も
、
披
仙
文
集
は
、
少
年
目
筆
集
を
助
く
る
所
以
な
れ
ば
、

然
う
し
て
須
ら
〈
其
の
麟
法
及
び
行
文
の
陣
勢
の
宜
し
く
熱
讃
す
べ
き
所

の
者
を
玩
ぶ
べ
き
な
り
。

と
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
で
も
、
蘇
東
援
の
文
集
を
読
め
と
い
っ
て
い
る
o

科
挙
の

八
股
文
の
た
め
に
唐
宋
八
大
家
の
文
章
を
勉
強
す
る
こ
と
は
、
い
う
な
れ
ば
大

前
提
で
あ
る
が
、
そ
り
先
、
お
手
本
と
し
て
誰
の
文
章
を
選
ぶ
か
と
い
う
と
こ

ろ
に
は
、
や
は
り
韓
愈
が
多
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
う
ち
は
蘇
束

披
風
で
あ
る
と
か
、
う
ち
は
曾
南
豊
風
で
あ
る
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
白
家
の
趣
味
ー

が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
蘇
東
域
を
お
手
本
に
し
土
う
と
い
う
上

記
二
者
白
場
合
、
林
希
一
克
は
福
建
の
泉
州
の
人
、
曽
照
丙
は
福
州
白
人
で
あ
る

か
ら
、
あ
る
い
は
、
地
域
的
な
趣
味
の
傾
向
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
科
挙
の
制
度
は
、
宮
崎
市
定
氏
が
す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

要
す
る
に
、
国
家
が
教
育
に
金
を
か
け
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
臼
v
o

国
家
は

試
験
を
行
い
、
そ
の
た
め
白
ス
タ

y
F
l
ド
を
定
め
て
お
く
だ
け
で
、
実
質
的

な
教
育
は
す
べ
て
、
民
聞
に
任
せ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
学
校

と
名
の
つ
く
も
の
は
設
け
ら
れ
た
が
、
形
骸
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
科

挙
の
付
属
物
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
明
滑
の
時
代
に
あ
っ

て
、
実
質
的
な
教
育
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
が
、
以
上
に
述
べ
た
宗
族
な
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ま
た
、
宗
族
四
利
害
と
も
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

宗
族
に
あ
っ
て
は
、
い
か
に
し
て
自
分
た
も
の
子
弟
を
科
挙
に
合
格
さ
せ
、
社

会
的
な
地
位
を
確
保
す
る
か
が
大
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
各
宗
族
で
、
家

塾
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
設
け
た
り
、
蔵
書
な
ど
の
財
産
を
準
備
し
た
り
し
た
白

で
あ
る
官
v
o

こ
う
し
た
伝
統
を
持
つ
家
の
こ
と
を
、
古
い
言
い
方
で
は
、
「
書

香
門
第
」
と
い
い
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
な
り
財
産
な
り
が
代
々
継
承
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
「
詩
礼
伝
家
」
と
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、

あ
る
意
味
で
は
き
わ
め
て
あ
た
り
ま
え
な
日
常
的
な
こ
し
乙
で
あ
っ
て
、
か
え
っ

て
資
料
に
は
残
り
に
く
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
一
つ
補
足
し
て
お
く
と
、
科
挙
を
目
標
と
し
た
学
習
は
、
そ
町
合
格
者

に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
結
果
的
に
合
格
で
き
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
も
、

恩
恵
を
も
た
ら
し
た
り
で
あ
る
。
古
〈
南
宋
の
実
采
『
葉
氏
世
範
』
巻
中
「
子

弟
は
ま
さ
に
儒
業
を
習
う
ベ

L
」
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
(
余
英
時
著
森

記
子
訳
『
中
間
近
世
の
宗
教
倫
理
主
商
人
精
神
』
平
凡
社
、
一
七
四
頁
よ
り
引

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
三

士
大
夫
の
子
弟
が
、
も
し
守
る
べ
き
世
襲
俸
禄
が
な
く
、
よ
る
べ
き
恒

産
も
な
い
状
態
で
、
し
か
も
父
母
中
子
供
を
養
う
て
だ
て
を
計
ろ
う
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
儒
者
と
な
る
の
が
一
番
い
い
。
素
質
に
恵
ま
れ
、
進
士

の
業
を
習
得
で
き
る
者
で
あ
れ
ば
、
上
は
科
挙
に
合
格
し
て
宮
貴
を
極
め

る
こ
と
が
で
き
、
次
白
者
も
門
戸
を
構
え
て
教
師
と
な
り
、
東
修
を
受
け

取
る
と
'
と
が
で
き
る
。
進
士
由
業
を
習
得
で
き
向
者
で
も
、
上
は
書
き
物

を
仕
事
と
し
て
書
記
役
目
代
書
が
で
き
、
次
回
者
も
句
読
を
学
ん
で
児
童

の
先
生
と
な
れ
る
。
も
L
儒
者
に
な
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
亙
祝
、
医
者
、

僧
侶
、
道
土
、
農
民
、
商
人
、
手
技
等
、
お
よ
そ
生
計
を
立
て
ら
れ
、
祖

先
を
辱
め
な
い
も
の
な
ら
ば
、
何
で
も
し
て
よ
ろ
し
い
。
子
弟
が
流
れ
て

正
道
を
踏
み
は
ず
し
、
乞
生
や
盗
人
に
な
り
果
て
た
と
す
れ
ば
、
最
も
祖

先
を
需
品
る
も
の
だ
。

'
と
あ
る
。
こ
の
『
哀
民
世
範
』
も
、
家
訓
の
一
種
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
ロ
科
挙
に
合
格
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
計
を
た
て
る

か
、
と
い
う
こ
と
は
た
し
か
に
大
問
題
で
あ
る
が
、
こ
り
よ
う
に
、
長
年
の
受

験
勉
強
で
養
わ
れ
た
知
識
が
役
に
立
ち
、
普
通
多
く
は
家
塾
や
村
塾
の
教
師
と

し
て
生
活
の
か
て
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
さ
ら
に
明
末
以
降
に
な
る
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と
、
才
能
の
あ
る
者
な
ら
ば
、
当
時
盛
ん
に
な
っ
て
き
士
出
版
界
に
身
を
投
じ

て
、
活
躍
す
る
道
も
あ
っ
た
り
で
あ
る
。
『
儒
林
外
史
』
に
は
、
科
挙
に
及
第

で
き
ず
に
、
塾
師
を
す
る
者
が
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
し
、
ま
た
有
名
な
馬
二

先
生
の
よ
う
に
科
挙
に
は
及
第
で
き
な
い
が
、
八
股
文
の
参
考
書
の
著
者
と
し

て
名
を
成
す
人
物
も
登
場
す
る
ハ
目
。
事
実
、
こ
の
当
時
の
科
挙
の
参
考
書
白

作
者
は
、
持
夢
龍
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
は
科
挙
の
失
敗
者
で
あ
っ
た
。
彼

ら
は
、
そ
れ
で
も
ま
だ
、
参
考
書
の
著
者
と
し
て
そ
の
名
が
白
こ
っ
た
か
ら
よ

い
が
、
現
末
の
ブ
ッ
グ
メ

i
ヵ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
陳
継
儒
町
場
合
、
「
呉

越
間
の
窮
儒
老
宿
隠
約
飢
寒
」
を
集
め
て
、
彼
ら
に
書
物
編
纂
の
下
請
け
を
さ

せ
た
の
だ
と
い
う
(
『
列
朝
詩
集
小
伝
』
陳
徴
君
継
儒
)
。
書
物
の
編
纂
と
な
る

と
一
応
の
学
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
人
々
も
、
科
挙
に
及
第
こ
そ

で
き
な
か
っ
た
が
、
一
応
の
基
礎
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
こ
に
は
、
書
物
の
出
版
で
生
活
し
て
い
け
る
と
い
う
社
会
の
背
景
。
変
化
が

あ
る
が
両
1

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
も
宗
族
に
よ
る
基
礎
教
育
の
余
沢
で
あ

ゆ。。

明消時代の科挙と文芋

つ
い
で
な
が
ら
、
宗
族
に
お
い
て
は
、
一
族
町
子
弟
を
だ
い
た
い
七
、
八
歳

頃
か
ら
教
育
を
始
出
、
お
よ
そ
十
五
歳
ぐ
ら
い
で
、
そ
白
こ
ど
も
に
科
挙
合
格

白
見
込
み
が
あ
る
か
ど
う
か
白
見
極
め
を
つ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
見
込
み
が
な

さ
そ
う
な
こ
ど
も
は
、
あ
る
い
は
商
人
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
家
に
置
い
て
、

家
業
(
地
主
で
あ
る
)
を
み
さ
せ
た
り
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
一
族
の
同
世
代
、

も
し
く
は
兄
弟
白
中
で
、
官
僚
・
商
人
・
地
主
が
出
そ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
三
者
が
-
体
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
由
実
態
は
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
ハ
立
。
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四

以
上
の
各
章
で
、
明
清
に
お
け
る
八
股
文
と
そ
れ
に
関
す
る
教
育
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
見
た
。
こ
う
な
る
と
、
当
時
に
お
け
る
勉
強
が
、
あ
ま
り
に
も
実

利
}
辺
倒
で
あ
っ
て
、
文
学
や
学
問
が
生
ま
れ
る
余
地
か
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
問
が
起
こ
る
。
と
れ
に
つ
い

τも
、
は
じ
め
に
こ
の
当
時
白
知
識
人

は
、
科
挙
に
受
か
っ
た
か
、
受
か
ら
な
い
か
あ
る
い
は
中
途
で
や
め
た
か
り
い

ず
れ
か
に
属
す
る
と
記
し
た
よ
う
に
、
科
挙
と
の
相
対
的
関
係
か
ら
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
『
明
儒
学
案
』
巻
二
崇
仁
学
案
に
見
え
る
胡
居
仁

の
場
合
、
胡
居
仁
、
字
は
叔
心
、
践
の
除
干
の
人
な
り
。
事
者
稽
し
て
敬
資
先
生

と
潟
す
。
弱
冠
の
時
、
志
を
聖
賢
の
事
に
奮
ひ
、
往
き
て
康
粛
呉
先
生
白

門
に
遊
び
、
遂
に
意
を
科
撃
に
絶
つ
。
室
を
梅
渓
山
中
に
築
き
、
親
に
事

へ
皐
を
講
ず
る
の
外
、
人
事
に
干
せ
ず
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
胡
居
仁
の
場
合
、
聖
賢
の
学
、
つ
ま
り
科
挙
と
関
わ
り
り
な

い
真
由
学
聞
に
目
覚
め
、
科
挙
を
捨
て
た
と
い
う
。
ま
た
、
明
代
の
有
名
な
古

文
辞
派
白
成
立
に
つ
い
て
は
、
『
明
史
』
の
李
肇
龍
自
伝
に
、

撃
龍
の
始
め
刑
曹
に
官
た
る
や
、
濃
州
の
李
先
芳
、
臨
清
の
謝
榛
、
孝

瞳
の
呉
維
岳
の
輩
と
詩
社
を
侶
ふ
ロ
王
世
貞
初
め
て
樟
褐
す
る
や
、
先
芳

引
き
て
祉
に
入
ら
し
め
、
遂
に
筆
龍
と
交
は
り
を
定
む
。
明
年
、
先
芳
出

て
外
吏
と
鋳
る
。
文
二
年
、
宗
臣
、
梁
有
春
入
る
、
是
れ
五
子
第
り
。
未

だ
幾
ぽ
く
な
ら
ず
し
て
、
徐
中
行
、
呉
国
倫
亦
た
至
り
、
乃
ち
改
め
て
七

子
と
穏
す
。

と
あ
っ
て
、
李
磐
龍
の
場
合
、
も
ち
ろ
ん
科
挙
に
合
格
し
、
官
僚
と
な
る
以
前

か
ら
、
詩
文
を
作
っ
た
り
と
い
う
文
学
活
動
は
お
こ
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
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同
志
を
糾
合
し
、
本
格
的
な
文
学
活
動
を
開
始
す
る
り
は
、
こ
り
資
料
に
あ
る

よ
う
に
、
受
験
勉
強
を
終
土
、
刑
部
の
官
僚
と
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
な
の
で
あ

る
《
刊

1
胡
居
仁
白
場
合
は
、
科
挙
を
捨
て
て
学
問
に
打
ち
込
ん
だ
と
い
う
も
の
で
あ

る
し
、
李
撃
龍
D
場
合
は
、
科
挙
合
格
後
の
は
な
し
で
あ
っ
た
。
科
挙
受
験
生

に
お
け
る
学
問
・
文
学
と
い
う
と
、
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
明
宋
り
復
社
で

あ
る
。
東
林
派
の
後
を
承
け
、
政
治
的
活
動
を
も
っ
て
、
ま
た
そ
の
代
表
的
人

物
で
あ
っ
た
張
博
が
『
漢
貌
六
朝
一
一
白
三
名
家
集
』
を
編
ん
だ
り
と
い
う
よ
う

に
、
文
学
的
活
動
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
復
社
も
、
本
来
は
科
挙
受
験
生
た
ち
の

八
股
文
D
修
線
機
関
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
ロ
今
日
で
は
、
も
つ
ば
ら
政
治
的
、

文
学
的
な
文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
復
社
で
あ
る
が
、
そ
の
本
来
の
姿

を
視
野
に
収
め
て
お
か
な
い
と
、
そ
由
実
態
を
見
あ
や
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
胡
居
仁
の
場
合
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
科
挙
の
た
め

の
学
問
と
真
由
学
問
と
の
聞
の
矛
盾
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
古
く
か
ら
問
題
に

さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
『
朱
子
語
類
』
巻
十
三
学
七
力
行
に
は
、

士
人
は
吋
先
づ
科
奉
と
讃
書
と
り
雨
件
白
熱
れ
か
駿
く
熟
れ
か
重
き
か

を
分
別
す
る
を
要
す
。
若
L
讃
書
上
に
七
分
自
志
有
り
、
科
母
上
に
三
分

の
志
有
ら
ば
、
猶
ほ
自
づ
か
ら
可
な
り
。
若
L
科
拳
に
七
分
、
調
書
に
三

分
な
ら
ば
、
勝
衆
必
ず
他
に
勝
却
せ
ら
れ
ん
、
況
や
此
の
志
全
て
是
れ
科

撃
な
る
に
お
い
て
を
や
。

と
い
っ
て
い
る
。
受
験
勉
強
と
真
由
学
問
と
い
う
問
題
は
、
古
く
て
新
し
い
問

題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
こ
り
報
告
の
あ
と
、
コ
メ

γ
テ
イ
タ
ー
を
お
っ
と
め
く
だ
さ
っ
た
伊

原
弘
民
よ
り
、
「
中
国
の
知
識
人
は
、
学
院
人
で
は
な
く
、
学
習
人
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
」
と
り
示
唆
に
富
む
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
科
挙
を
め
吉
L

て
の
勉
学
に
ま
ず
は
専
念
す
る
の
が
、
本
稿
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
中
国

知
識
人
の
通
常
の
道
筋
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
ま
さ
し
く
学
習
人
で
あ

る
。
た
だ
、
中
国
に
学
問
人
が
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
大
多
数
の
学

習
人
と
い
う
底
辺
か
ら
、
こ
こ
に
あ
げ
た
胡
居
仁
、
李
馨
龍
の
よ
う
に
そ
れ
を

越
え
た
人
々
が
出
で
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
た
だ
、
結
局
の
と
こ
ろ
文
献

資
料
が
の
こ
り
、
今
日
わ
れ
わ
れ
O
研
究
対
象
と
な
る
よ
う
な
人
々
は
、
い
ず

れ
も
学
習
人
か
ら
学
問
人
へ
と
駆
け
上
る
こ
と
が
で
き
た
少
数
の
人
々
な
の
で

あ
っ
て
、
そ
白
背
後
に
膨
大
な
数
自
学
宙
人
の
列
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
改
め
て

見
産
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

結

び

以
上
、
本
報
告
に
お
い
て
は
、
明
清
時
代
の
知
識
人
た
る
も
の
誰
も
が
、
科

挙
の
受
験
勉
強
の
た
め
に
学
習
し
た
八
股
文
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
史
・
文
学

史
に
お
け
る
意
味
を
考
え
、
次
に
そ
の
学
習
町
具
体
的
過
程
、
及
び
そ
の
背
景

白
一
っ
と
し
て
の
宗
族
に
つ
い
て
見
た
。
明
清
に
あ
っ
て
、
八
股
文
は
、
見
え

ざ
る
一
つ
の
焦
点
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

学
問
が
、
宗
族
を
基
盤
と
し
て
継
承
さ
れ
た
中
園
町
場
合
は
、
今
日
の
日
本

の
よ
う
に
、
大
学
と
い
っ
た
場
で
伝
承
さ
れ
る
の
と
、
そ
の
背
景
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
狩
野
直
喜
、
倉
石
武
四
郎
氏
な
ど
が
、
し
ば
し
ば
口
に
さ
れ
た

と
い
う
「
読
書
の
種
子
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
こ
の
こ
左
ば
は
、
清
代
常

熱
の
著
名
な
蔵
書
家
で
あ
る
張
金
吾
の
『
愛
日
精
鹿
蔵
書
志
』
白
自
序
に
、
次

り
よ
う
に
見
え
る
。

宋
の
寅
庭
竪
に
言
有
り
て
臼
〈
、
士
大
夫
の
家
の
子
弟
、
議
書
の
種
子

を
し
て
断
絶
せ

L
む
る
べ
か
ら
ず
。
才
気
有
る
者
出
づ
れ
ば
、
使
ち
世
に

名
あ
ら
ん
、
と
。
丁
頗
に
言
有
り
て
日
く
、
吾
れ
書
を
褒
む
る
こ
と
多
L
、
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必
ず
好
阜
の
者
有
り
て
、
吾
が
子
孫
と
篤
ら
ん
、
と
ロ
是
れ
別
ち
金
吾
蔵

書
由
意
な
る
か
な
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
張
金
吾
が
熱
心
に
書
物
を
集
め
て
い
る
白
は
、
少
な
く
と
も

た
て
ま
え
と

L
て
は
、
「
士
大
夫
の
家
の
子
弟
」
白
た
め
、
と
い
っ
て
い
る
の

で
あ
る
ロ
こ
の
家
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
両
先
生
に
あ
っ
て
は
全
〈
取
り

上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
同
じ
学
問
な
が
ら
、
そ
の
背
景
の

ち
が
い
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

明清時代の科挙と文単

注(
1
)

拙
稿
「
持
夢
龍
『
=
一
言
』
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
ー
ー
と
く
に
勧
普

懲
悪
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
円
『
東
方
学
』
第
六
九
輯
一
九
八
五

年
)
、
「
鴻
夢
龍
『
三
言
』
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
(
続
)
|
|
真
情
よ

り
見
た
一
側
面
l
|
」
〈
『
伊
藤
激
平
教
授
退
官
記
念
中
国
学
論
集
』
汲

古
書
院
一
九
八
六
年
)
、
「
鴻
夢
龍
『
山
歌
』

D
研
究
」

Q
東
洋
文
化

研
究
所
紀
要
』
第
一

O
五
冊
一
九
八
八
年
三
「
俗
画
集
『
掛
技
児
』

に
つ
い
て
l
|
潟
夢
龍
『
山
歌
』
の
研
究
・
補
説
l
l
」
ハ
『
東
洋
文
化

研
究
所
飽
要
』
第
一

O
七
珊
一
九
八
八
年
〉
ほ
か
。

(
2〉
拙
稿
「
山
人
棟
継
儒
と
そ
の
出
版
活
動
」
(
『
山
根
幸
夫
教
授
退
休
記

念
明
代
史
論
叢
』
汲
古
書
院
一
九
九
O
年
)
、
「
明
末
江
南
に
お
け
る

出
版
文
化
の
研
究
」
(
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五

O
巻
特
輯
号
一

一
九
九
-
年
三

(3)
明

s
q
n
田
島
岳
山
且
岱
問
。
当
初
rr
同
札
袋
町
民
主
塁
塁
札
忠
吉
宮
、
h
昔
話
号

草

n
b
.
2
h
h
w
s
p
巴
E
2
2
H
q
o
H
富山
O
E官
同

町

H
S
F
H
U叶∞・

(
4〉
甲
斐
勝
二
・
東
英
寿
「
伝
統
童
蒙
教
育
課
本
『
幼
学
現
林
』
初
探

上
-
下
」
(
『
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
報
』
第
二
三
一
号
人
文
科
学
編
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第
六
七
号
一
九
九
O
年
)
で
は
、
「
文
学
研
究
に
於
い
て
、
作
者
自

立
場
に
立
っ
て
考
察
を
試
み
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
そ
の
作
者
が
生

き
た
時
代
目
共
通
認
識
つ
ま
り
社
会
の
側
白
論
理
の
検
討
も
十
分
に
為

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
そ
の
時
代
の
人
々
の
生

活
知
識
や
社
会
認
識
の
共
通
の
基
礎
を
教
え
て
く
れ
る
」
童
蒙
教
育
の

必
要
を
説
か
れ
る
。
同
感
で
あ
る
。

(5)
日
本
に
お
け
る
八
股
文
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
鈴
木
虎
雄
「
古
文

比
法
白
前
駆
」
(
『
業
開
銀
』
弘
文
堂
一
九
三
七
年
)
、
横
田
輝
俊

「
八
股
文
に
つ
い
て
」
(
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
四
巻
第
三
号

一
九
六
主
年
)
、
「
八
股
文
」
〔
『
中
国
文
化
叢
書
四
文
学
概
論
』
大
修

館
書
唐
一
九
六
七
年
三
佐
藤
一
郎
「
方
舟
の
経
義
と
清
代
古
文
」

(
『
慶
応
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
号
一
九
九

O

年
)
ほ
か
が
あ
る
。

(6)
横
田
輝
俊
「
朗
代
の
古
文
と
八
股
文
」
(
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
三
六
巻
一
九
七
六
年
三
筆
者
は
、
と
り
わ
け
そ
の
精
神
史
的
背

景
よ
り
見
て
、
八
股
文
を
古
文
の
延
長
上
に
捉
え
る
横
悶
氏
の
説
に
く

み
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
対
句
を
用
い
る
と
い
う
形
式
面
に
重
き
を
お

い
て
、
八
股
文
を
耕
文
の
一
種
と
見
る
劉
麟
生
『
中
国
耕
文
史
』
(
商

務
印
書
館
一
九
三
六
年
)
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
。

だ
が
、
餅
文
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
四
字
旬
、
六
字
句
の
対
句
が
主
体

で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
韓
愈
あ
た
り
の
文
章
の
対
句
を
直
接
白
先
駆
と

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(
7〉
島
田
慶
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
ハ
岩
波
新
書
一
九
六
七
年
)
第

一章
1
0

〔8
〉
顧
炎
武
『
日
知
録
』
巻
十
六
「
試
文
格
式
」
。
ま
た
、
清
代
に
編
纂
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さ
れ
た
『
欽
定
四
番
文
』
は
、
時
代
ご
と
に
八
股
文
を
集
め
て
い
る
が
、

や
は
り
明
白
成
化
年
聞
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

(
9〉
同
様
の
こ
と
は
、
陳
確
『
陳
乾
初
先
生
遺
集
』
巻
十
八
「
作
八
股
文

法
」
に
も
見
え
る
。

(
叩
〉
呉
怖
の
息
子
で
、
五
人
の
進
士
白
一
人
呉
国
龍
D
編
に
な
る
康
照

『
全
叡
県
志
』
の
中
に
『
題
神
六
秘
説
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
陳
美

林
「
康
照
『
全
般
志
』
中
有
関
呉
敬
梓
先
世
資
料
」
(
同
氏
『
呉
敬
梓

研
究
』
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
四
年
三

(
日
)
田
中
謙
二
「
旧
支
那
に
お
け
る
児
童
の
学
塾
生
活
」
(
『
東
方
学
報
』

京
都
第
一
五
加
第
二
分
加
一
九
四
六
年
三
寺
田
隆
信
「
近
世
士

人
の
読
書
に
つ
い
て
」
〈
『
新
野
直
吉
諸
戸
立
雄
両
教
授
退
官
記
念
虚

史
論
集
中
国
史
と
西
洋
世
界
的
展
開
』
一
九
九
一
年
)
。

〔
ロ
)
寺
田
隆
信
『
林
希
元
の
『
家
訓
』
に
つ
い
て
」
(
金
谷
治
編
『
中
国

に
お
け
る
人
間
性
の
探
求
』
創
文
社
一
九
八
三
年
三

(
臼
)
宮
崎
市
定
『
科
挙
』
(
中
公
新
書
一
九
六
三
年
)
「
科
挙
に
た
い
す

る
評
価
」
。

(HH〕
回

O
E
W
E
E
〉

巴

自

E
r
a町
O】
5
8
r
由
。
日
巴
-
E邑
口
己
昨
日
巴

問
。
匂
円
。
向
日
色
。
ロ
ヨ
m
w
Q
4己
目
。
円
三
日
間
以
卵
白
E
E
H
E
m
E
F
E
O

HEUAWZ巴
ロ
Zmmwョ
.
円
』

Z
H
E
q滋
旦
。
、
』
忽
ぬ
お

M
Z
R
H
H
E
m
p
ロ
o
r

H

由由「

(
日
〉
『
儒
林
外
史
』
に
見
え
る
知
識
人
と
出
版
に
闘
し
て
は
、
拙
稿
「
『
儒

林
外
史
』
に
お
け
る
都
市
知
識
人
D
生
活
と
出
版
」
(
『
東
洋
文
化
』
第

七
二
号
一
九
九
二
年
三
月
)
を
彦
照
さ
れ
た
い
。

(
吋
叩
)
明
末
の
出
版
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
2
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
げ
〕
重
田
徳
『
清
代
社
会
経
済
史
研
究
』
(
岩
波
書
庖
一
九
七
五
年
)

第
四
章
第
三
節
「
清
代
徽
州
商
人
。
一
面
」
。

(
問
)
刑
部
白
官
に
文
人
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
青
木
正
児

「
中
華
文
人
の
生
活
」
ハ
『
季
刊
文
芸
学
』
第
一
号
一
九
四
七
年
、
ま

た
全
集
第
七
巻
)
が
指
摘
し
て
い
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
脱
稿
後
、
平
田
昌
司
氏
の
「
唐
宋
期
に
お
け
る
科
挙
制
度
変
革
の
方
言

的
背
景
ハ
第
二
版
了
l
l
科
挙
制
度
と
中
国
語
史
」
(
平
成
一

l
三
年
度
科
学
研

究
費
総
合
研
究
凶
『
漢
語
諸
方
言
の
総
合
的
研
究

ω』
第
一
分
冊
、
一
九
九
二

年
三
月
)
が
出
た
。
科
挙
制
度
の
変
革
を
方
言
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
た
卓
論

で
あ
る
@


